




アク 1)jレ酸3(lV)等いづれもシス型化合物のみがp伺 t白 tに於て活性を示すととが知られてい
る. 。ー置換桂皮酸に就いての報告はないがフエ=ーJレ酷酸の場合はか位のH原子一つがメチ
ル基で置換されても生理的活性は殆んど変らないととが報告されている.1








[ V ) p-methylcinnamic acid 
。
[ 1) p-methylcinnamic acid 
/、Lh♂COOH H~C=c; 。
cis・form trans-form 
(W). a-naphthal四 eacrylicacid 
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コールより再結晶).白色針扶結晶.(Schroeter' mp， 97-98.80C). 
- 33ー (8:J) 
滴定f!tI**: f 0.10日g f 1/1加NaOH消費量 6.48cc 
















滴定値鴨川:( O.1033g r 1/10n NaOH 消費量 4.19cc 





再結晶して白色針扶結晶3.0g.mp. 1610-1位。C. (Rupe 1620C).牧率飽%.
滴定値制*: (O.l165g f 1/1伽lHaOH 消費量 5.16cc
l CtAnCOOH l / 計算値 5.20cc 
( 3) 4，4ιヂメルベシゾフヱノγのReformatsky反応





















































0.2 1 5 町)
物 賓---ー --_~ー
9ーメチル桂皮酸Y-'f" 不活性 不活性 不活性 不術性
/J-ヒドキシ βー-7.%.，:1ール -ー*・ 不活性 不活性ヒドロ桂皮酸Y-'f"
(3-'7 x. '"ー ル経酸皮ソーダ 不活性 不活性 不活性 不活性
~sr;- ~Só) 
術s-フヱ::.-Jレ桂皮酸をラノり シに溶解し， Zimmerman刊の方法に従って tomatotcstを
行・ったが0.1-2%の濃度では生理作用を認めなかった.
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